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地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の規定により、

令和３年８月６日付けで審査に付された令和２年度決算に基づく実質赤字比率、連結実質赤

字比率、実質公債費比率及び将来負担比率（以下「健全化判断比率」という。）並びに資金

不足比率とこれらの算定の基礎となる事項を記載した書類を審査した結果、次のとおり意見

を付する。
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令和２年度高知県健全化判断比率及び資金不足比率審査意見書

第１ 審査の基準

この審査は、高知県監査委員監査基準に基づき実施した。

第２ 審査の種類

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の規定に基

づく健全化判断比率等審査

第３ 審査の対象

令和２年度高知県一般会計、特別会計及び公営企業会計の決算等に基づき、知事から提

出された健全化判断比率及び資金不足比率並びにそれらの算定の基礎となる事項を記載し

た書類

第４ 審査の着眼点

健全化判断比率及び資金不足比率並びにそれらの算定の基礎となる事項を記載した書類

が法令に適合し、かつ、正確であること。

第５ 審査の実施内容

審査にあたっては、一般会計、特別会計及び公営企業会計の決算等に基づき、知事から

提出された健全化判断比率及び資金不足比率並びにそれらの算定の基礎となる事項を記載

した書類、関係帳簿及び証拠書類等を照合するとともに、関係当局の説明を聴取し、実施

した。

第６ 審査の結果及び意見

１ 審査の結果

第１から第５までの記載事項のとおり審査した限りにおいて、健全化判断比率及び資

金不足比率並びにそれらの算定の基礎となる事項を記載した書類が法令に適合し、か

つ、正確であると認められた。

健全化判断比率のうち、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、実質収支額及び連結

実質収支額がいずれも黒字となっていることから、数値としては表示されない。

また、資金不足比率については、対象の全ての会計において資金不足額は生じておら

ず、数値としては表示されない。
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健全化判断比率

資金不足比率

２ 審査の意見

審査の結果、健全化判断比率については早期健全化基準を、資金不足比率について

は経営健全化基準を、いずれも下回っていることが認められた。

今後も引き続き健全な財政運営に努められたい。

比率名

比率 早期健全化

基 準

％

財 政 再 生

基 準

％
令和元年度

Ａ ％

令和２年度

Ｂ ％

前年度対比

Ｂ－Ａ

実 質 赤 字 比 率 － － － 3.75 5.0

連結実質赤字比率 － － － 8.75 15.0

実 質 公債費比率 10.6 10.6 0.0 25.0 35.0

将 来 負 担 比 率 189.9 187.9 △2.0 400.0

会計名

比率 経営健全化

基 準

％
令和元年度

Ａ ％

令和２年度

Ｂ ％

前年度対比

Ｂ－Ａ

流 域 下 水 道 事 業 会 計 － － － 20.0

電 気 事 業 会 計 － － － 20.0

工 業 用 水 道 事 業 会 計 － － － 20.0

病 院 事 業 会 計 － － － 20.0
流 通 団 地 及 び 工 業 団 地
造 成 事 業 特 別 会 計

－ － － 20.0

港 湾 整 備 事 業 特 別 会 計 － － － 20.0
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Ⅰ 実質赤字比率

１ 実質赤字比率の対象範囲

(１) 範囲

一般会計及び特別会計（次に掲げる特別会計を除く。以下「一般会計等」とい

う。）

ア 地方公営企業法第２条の規定により同法の規定の全部又は一部を適用する企業

（以下「法適用企業」という。）に係る特別会計

イ 地方財政法第６条に規定する政令で定める公営企業（法適用企業を除く。以下

「法非適用企業」という。）に係る特別会計

ウ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行令第２条で定める特別会計

(２) 対象となる一般会計等

ア 高知県一般会計

イ 高知県収入証紙等管理特別会計

ウ 高知県給与等集中管理特別会計

エ 高知県旅費集中管理特別会計

オ 高知県用品等調達特別会計

カ 高知県会計事務集中管理特別会計

キ 高知県県債管理特別会計

ク 高知県土地取得事業特別会計

ケ 高知県災害救助基金特別会計

コ 高知県母子父子寡婦福祉資金特別会計

サ 高知県中小企業近代化資金助成事業特別会計

シ 高知県農業改良資金助成事業特別会計

ス 高知県県営林事業特別会計

セ 高知県林業・木材産業改善資金助成事業特別会計

ソ 高知県沿岸漁業改善資金助成事業特別会計

タ 高知県高等学校等奨学金特別会計

２ 実質赤字比率の趣旨

実質赤字比率は、一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率で、

一般会計等の実質赤字の大きさを示すものである。

早期健全化基準及び財政再生基準は、次のとおりである。

早 期 健 全 化 基 準 3.75％

財 政 再 生 基 準 5.0 ％
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３ 実質赤字比率の算出方法

４ 基礎となる数値

(１) 一般会計等の実質赤字額

実質赤字額は、次の算式で求められる。

実質赤字額＝繰上充用額＋（支払繰延額＋事業繰越額）

(２) 標準財政規模

地方公共団体の一般財源の標準的な大きさを示す指標で、次の算式で求められる。

標準財政規模＝標準税収入額等＋普通交付税＋臨時財政対策債発行可能額

(３) 会計別の実質収支

令和２年度の一般会計等の実質収支は、5,206,974千円の黒字となっている。

（単位：千円）

５ 比率

実質収支は黒字であり、実質赤字比率は数値としては表示されない。

Ⅱ 連結実質赤字比率

１ 連結実質赤字比率の対象範囲

(１) 範囲

公営企業会計を含む県の全ての会計

(２) 対象となる会計

ア 一般会計等

Ⅰの１の(２)のとおり

イ 法適用企業に係る特別会計

(ア) 高知県流域下水道事業会計（以下「下水道事業会計」という。）

(イ) 高知県電気事業会計（以下「電気事業会計」という。）

実質赤字比率＝
一般会計等の実質赤字額

標準財政規模

会計名
歳入

Ａ

歳出

Ｂ

差引

Ｃ＝Ａ－Ｂ

翌年度に繰り

越すべき財源

Ｄ

実質収支

Ｃ－Ｄ

一 般 会 計 525,817,142 512,227,881 13,589,261 8,383,604 5,205,657

特 別 会 計

（ 1 5 会 計 )
203,149,160 201,344,389 1,804,771 1,803,454 1,317

計 728,966,302 713,572,270 15,394,032 10,187,058 5,206,974
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(ウ) 高知県工業用水道事業会計（以下「工水事業会計」という。）

(エ) 高知県病院事業会計（以下「病院事業会計」という。）

ウ 法非適用企業に係る特別会計

(ア) 高知県流通団地及び工業団地造成事業特別会計（以下「流通工業事業会計」

という。）

(イ) 高知県港湾整備事業特別会計（以下「港湾事業会計」という。）

エ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行令第２条で定める特別会計

高知県国民健康保険事業特別会計（以下「国保事業会計」という。）

２ 連結実質赤字比率の趣旨

連結実質赤字比率は、県の全ての会計を対象とした実質赤字額及び資金の不足額の標

準財政規模に対する比率で、実質赤字額等の相対的な規模を示すものである。

早期健全化基準及び財政再生基準は、次のとおりである。

３ 連結実質赤字比率の算出方法

４ 基礎となる数値

(１) 連結実質赤字額

連結実質赤字額は、ア及びイの合計額がウ及びエの合計額を超える場合の当該超過

額である。

ア 一般会計等及び国保事業会計のうち、実質赤字を生じた会計の実質赤字の合計額

イ 公営企業会計のうち、資金の不足額を生じた会計の資金の不足額の合計額

ウ 一般会計等及び国保事業会計のうち、実質黒字を生じた会計の実質黒字の合計額

エ 公営企業会計のうち、資金の剰余額を生じた会計の資金の剰余額の合計額

(２) 公営企業会計別の資金の剰余額

４つの法適用企業に係る特別会計とも流動資産が流動負債を上回っており、合わせ

て10,719,853千円の剰余額が生じている。

また、法非適用企業に係る特別会計については剰余額は生じていない。

内訳は、次のとおりである。

連結実質赤字比率＝
連結実質赤字額

標準財政規模

早 期 健 全 化 基 準 8.75％

財 政 再 生 基 準 15.0 ％
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表１ 法適用企業 （単位：千円）

表２ 法非適用企業 （単位：千円）

(注) 剰余額に土地収入見込額を加算し、地方債残高及び長期借入金を減算した額が

負の場合、剰余額は０と算定される。

(３) 連結実質収支

一般会計等の実質収支額及び公営企業会計の資金不足額（資金剰余額）の内訳は、

次のとおりで、連結実質収支は黒字となっている。

（単位：千円）

(注) 公営企業会計は、法適用企業及び法非適用企業に係る特別会計である。

５ 比率

連結実質収支は黒字であり、連結実質赤字比率は数値としては表示されない。

会計名
流動資産

Ａ

流動負債

Ｂ

剰余額

Ａ－Ｂ

下 水 道 事 業 会 計 522,249 294,161 228,088

電 気 事 業 会 計 6,892,074 689,495 6,202,579

工 水 事 業 会 計 830,883 59,485 771,398

病 院 事 業 会 計 5,755,474 2,237,686 3,517,788

計 14,000,680 3,280,827 10,719,853

会計名

歳入額

Ａ

歳出額

Ｂ

繰越明許

費繰越額

Ｃ

未 収 入

特定財源

Ｄ

剰余額

A-B-C+D

流 通 工 業 事 業 会 計 1,592,568 1,551,436 585,390 583,454
0

(39,196)

港 湾 事 業 会 計 523,358 488,887 0 0
0

(34,471)

計 2,115,926 2,040,323 585,390 583,454 0

区分
令和元年度

Ａ

令和２年度

Ｂ

前年度対比

Ｂ－Ａ

実質赤字額 （一般会計等） ａ 0 0 0

実質赤字額 （国保事業会計） ｂ 0 0 0

資金不足額 （公営企業会計） ｃ 0 0 0

実質黒字額 （一般会計等） ｄ 1,119,253 5,206,974 4,087,721

実質黒字額 （国保事業会計） e 1,946,664 3,966,654 2,019,990

資金剰余額 （公営企業会計） ｆ 10,291,687 10,719,853 428,166

連結実質赤字額 a+b+c-d-e-f △13,357,604 △19,893,481 △6,535,877



8

Ⅲ 実質公債費比率

１ 実質公債費比率の対象範囲

(１) 範囲

公営企業会計を含む県の全ての会計、一部事務組合及び広域連合

(２) 対象となる会計等

ア 一般会計等 Ⅰの１の(２)のとおり

イ 公営企業会計 Ⅱの１の(２)のイ及びウのとおり

ウ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行令第２条で定める特別会計

Ⅱの１の(２)のエのとおり

エ 一部事務組合（対象となる法人） 高知県・高知市病院企業団

オ 広域連合 対象となる法人はない。

２ 実質公債費比率の趣旨

実質公債費比率は、一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規

模に対する比率（３か年の平均）で、この比率が高いほど財政運営が逼迫していること

を示している。

早期健全化基準及び財政再生基準は、次のとおりである。

３ 実質公債費比率の算出方法

４ 基礎となる数値

(１) 地方債の元利償還金

一般会計等の元利償還金で、実質的に一般財源の負担を増加させないものは、実質

公債費比率の算定対象から除かれている。

具体的には、繰上償還額、借換債を財源として償還した額及び満期一括償還地方債

の元金に係る分を除き、減債基金積立不足額を考慮して算定した額を加えたものであ

る。

平成30年度から令和２年度までの内訳は、次のとおりである。

実質公債費比率＝

（３か年平均）

（地方債の元利償還金＋準元利償還金） －（特定財源＋

元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準財

政需要額算入額）

早 期 健 全 化 基 準 25.0％

財 政 再 生 基 準 35.0％
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（単位：千円）

(２) 準元利償還金

ア 公債費に準ずると考えられるものや実質的に公債費と変わらないものが算入され

る。

(ア) 満期一括償還地方債について、償還期間を30年とする元金均等年賦償還とし

た場合の１年当たりの元金償還金相当額

(イ) 一般会計等からの繰出金のうち公営企業債の償還に充てたと認められるもの

(ウ) 一部事務組合等の地方債償還の財源に充てたと認められる負担金又は補助金

(エ) 債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるもの

(オ) 一時借入金の利子

イ 平成30年度から令和２年度までの準元利償還金の内訳は、次のとおりである。

（単位：千円）

(３) 特定財源

地方債の元利償還金及び準元利償還金の財源に充当することのできる特定財源で、

その平成30年度から令和２年度までの内訳は、次のとおりである。

区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度

公 債 費 （ 一 般 会 計 等 ） ａ 95,825,370 99,686,537 94,004,449

繰 上 償 還 額 等 ｂ 26,205,707 34,238,000 29,162,646

満期一括償還地方債の元金に係る分 ｃ 5,998,000 6,161,000 7,300,400

積立不足額を考慮して算定した額 ｄ 1,134,210 1,398,774 1,158,313

計 a－b－c＋d 64,755,873 60,686,311 58,699,716

区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度

満期一括償還地方債の年度割相当額 8,796,709 9,567,714 10,441,570

公 営 企 業 の 地 方 債 償 還 に

充 て た と 認 め ら れ る 繰 入 金
1,540,195 1,167,532 1,319,939

一部事務組合等の地方債償還の財源に

充 て た と 認 め ら れ る 負 担 金
879,993 917,506 829,061

公 債 費 に 準 ず る 債 務 負 担 行 為 に

係 る も の
985,700 772,795 803,106

一 時 借 入 金 の 利 子 9,572 6,891 11,713

計 12,212,169 12,432,438 13,405,389
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（単位：千円）

(４) 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額

地方債に係る元利償還及び準元利償還に要する経費として、普通交付税の額の算定

に用いる基準財政需要額に算入された額で、次のものが対象となる。

ア 地方債の元利償還金及び準元利償還金

(ア) 災害復旧費等に係る基準財政需要額

(イ) 事業費補正により基準財政需要額に算入された公債費

(ウ) 密度補正により基準財政需要額に算入された準元利償還金

イ 平成30年度から令和２年度までの内訳は、次のとおりである。

（単位：千円）

(５) 標準財政規模

平成30年度から令和２年度までの標準財政規模の内訳は、次のとおりである。

（単位：千円）

５ 比率

上記４の数値により算出した実質公債費比率は、次のとおりで、早期健全化基準

（25.0パーセント）を下回っている。

実質公債費比率

区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度

貸 付 金 の 元 利 償 還 金 2,544,105 434,371 331,393

公 営 住 宅 使 用 料 239,016 225,275 198,475

そ の 他 32,663 34,110 35,630

計 2,815,784 693,756 565,498

区分 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度

災 害 復 旧 費 等（元利償還金分） 44,281,764 44,017,262 41,995,258

事 業 費 補 正（元利償還金分）
5,621,335 5,534,798 4,801,570

事 業 費 補 正（準元利償還金分）

密 度 補 正（準元利償還金分） 1,042,031 808,095 802,990

計 50,945,130 50,360,155 47,599,818

区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度

標 準 税 収 入 額 等 ａ 78,793,682 79,067,547 80,663,373

普 通 交 付 税 ｂ 168,546,269 169,333,893 173,742,795

臨時財政対策債発行可能額 ｃ 19,020,363 14,470,886 13,146,332

標 準 財 政 規 模 a＋b＋c 266,360,314 262,872,326 267,552,500

平成30年度 令和元年度 令和２年度 ３か年の平均

10.77％ 10.38％ 10.88％ 10.6％
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Ⅳ 将来負担比率

１ 将来負担比率の対象範囲

(１) 範囲

一般会計等、公営企業会計、地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行令第２

条で定める特別会計、一部事務組合、地方公社及び第三セクター等

(２) 対象となる会計等

ア 一般会計等 Ⅰの１の(２)のとおり

イ 公営企業会計 Ⅱの１の(２)のイ及びウのとおり

ウ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行令第２条で定める特別会計

Ⅱの１の(２)のエのとおり

エ 一部事務組合 Ⅲの１の(２)のエのとおり

オ 地方公社 高知県土地開発公社

なお、高知県住宅供給公社は、県が損失補償を行っていないため、該当がない。

カ 第三セクター等（対象となる法人） 一般社団法人高知県森林整備公社

２ 将来負担比率の趣旨

将来負担比率は、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する

比率で、地方債等の負担の重さをその残高で示すものである。

早期健全化基準は、次のとおりである。

なお、財政再生基準は、設けられていない。

３ 将来負担比率の算出方法

４ 基礎となる数値

(１) 将来負担額

ア 将来負担額は、次の額の合計額であり、1,032,776,875千円となる。

(ア) 一般会計等の令和２年度末における地方債現在高

(イ) 債務負担行為に基づく支出予定額

(ウ) 一般会計等以外の地方債の元金償還に充てるための一般会計等からの繰入見

込額

(エ) 組合等の地方債の元金償還に充てるための一般会計等の負担見込額

将来負担比率＝

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額

＋地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る

基準財政需要額算入額）

早 期 健 全 化 基 準 400.0％

財 政 再 生 基 準
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(オ) 退職手当支給予定額に係る一般会計等の負担見込額

(カ) 一部事務組合、地方公社及び第三セクター等の負債額等のうち、一般会計等

の負担が見込まれる額

(キ) 連結実質赤字額

(ク) 組合等連結実質赤字相当額に係る一般会計等の負担見込額

（単位：千円）

イ 各項目の内訳は、次のとおりである。

(ア) 一般会計等の令和２年度末における地方債現在高

（単位：千円）

(イ) 債務負担行為に基づく支出予定額（公債費に準ずるもの）

債務負担行為に基づく支出が確定している額であって、一般会計等において実

質的に負担することが見込まれる支出予定額である。

（単位：千円）

区分
令和元年度

Ａ

令和２年度

Ｂ

前年度対比

Ｂ－Ａ

(ア) 地 方 債 の 現 在 高 897,818,867 913,165,682 15,346,815

(イ) 債務負担行為に基づく支出予定額 2,949,268 5,785,174 2,835,906

(ウ) 公 営 企 業 債 等 繰 入 見 込 額 9,168,290 9,393,785 225,495

(エ) 組 合 負 担 等 見 込 額 9,644,134 8,860,502 △783,632

(オ) 退 職 手 当 負 担 見 込 額 95,136,997 91,180,232 △3,956,765

(カ) 設立法人の負債額等負担見込額 4,643,162 4,391,500 △251,662

(キ) 連 結 実 質 赤 字 額 0 0 0

(ク) 組合連結実質赤字額負担見込額 0 0 0

将 来 負 担 額 (ア)～(ク)の合計 1,019,360,718 1,032,776,875 13,416,157

会計名 令和元年度 Ａ 令和２年度 Ｂ 前年度対比 Ｂ－Ａ

一 般 会 計 884,828,470 900,325,340 15,496,870

特 別 会 計 12,990,397 12,840,342 △150,055

計 897,818,867 913,165,682 15,346,815

区分 令和元年度 Ａ 令和２年度 Ｂ 前年度対比 Ｂ－Ａ

森林総合研究所等事業に係るもの 390,403 299,897 △90,506

地方公務員等共済組合に係るもの 678,749 563,424 △115,325

そ の 他 1,880,116 4,921,853 3,041,737

計 2,949,268 5,785,174 2,835,906
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(ウ) 一般会計等以外の会計の地方債の元金償還に充てるための一般会計等からの

繰入見込額

（単位：千円）

(エ) 組合等の地方債の元金償還に充てるための一般会計等の負担見込額

一部事務組合等が起こした地方債の元金の償還に充てるための負担見込額である。

（単位：千円）

(オ) 退職手当支給予定額に係る一般会計等の負担見込額

一般職及び特別職の全員が令和２年度末日に自己の都合により退職するものと

仮定した場合に支給すべき退職手当の額（法適用企業の職員を除く。）の合計額

である。

（単位：千円）

(カ) 一部事務組合、地方公社及び第三セクター等の負債額等のうち、一般会計等

の負担が見込まれる額

県から財政援助を受ける出資法人等の債務に対する損失補償債務等負担見込額

は、県が損失補償を付した法人に対する金融機関からの融資（損失補償付債務）

を５段階（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ）に区分し、当該損失補償を付している借入金等

の額に、それぞれの評価区分ごとに損失補償債務算入率以上の率を乗じて、損失

補償債務等負担見込額を算定する標準評価方式を採用している。

会計名 令和元年度 Ａ 令和２年度 Ｂ
前年度対比

Ｂ－Ａ

下 水 道 事 業 会 計 1,017,899 1,526,891 508,992

電 気 事 業 会 計 0 0 0

工 水 事 業 会 計 0 0 0

病 院 事 業 会 計 8,150,391 7,866,894 △283,497

流通工業事業会計（宅地造成事業分） 0 0 0

港 湾 事 業 会 計 0 0 0

計 9,168,290 9,393,785 225,495

組合名 令和元年度 Ａ 令和２年度 Ｂ 前年度対比 Ｂ－Ａ

高知県・高知市病院企業団 9,644,134 8,860,502 △783,632

区分

職員数（人） 負担見込額

令 和
元年度
Ａ

令 和
２年度
Ｂ

前年度
対 比
Ｂ－Ａ

令和元年度

Ｃ

令和２年度

Ｄ

前年度対比

Ｄ－Ｃ

一 般 職 等 11,660 11,611 △49 95,130,809 91,165,450 △3,965,359

特 別 職 4 3 △1 6,188 14,782 8,594

計 11,664 11,614 △50 95,136,997 91,180,232 △3,956,765
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内訳は、次のとおりで、算入率は評価区分に関係なく100パーセントとしてい

る。

（単位：千円）

(キ) 連結実質赤字額

連結実質赤字比率の算定に用いた連結実質赤字額である。

(ク) 組合連結実質赤字相当額に係る一般会計等の負担見込額

組合等の連結実質赤字額相当額のうち、一般会計等の負担見込額が算定の対象

となる。

高知県・高知市病院企業団は、地方公営企業法の全部適用企業（公営企業会

計）であるため、連結実質赤字額は次の算式で求められる。

連結実質赤字額＝（流動負債－控除額等）－（流動資産－控除額等）

令和２年度末では、流動資産が流動負債を上回っており、連結実質赤字は発生

していない。

なお、高知県・高知市病院企業団が開設する高知医療センターの令和２年度決

算は806,071千円の黒字で、当年度未処理欠損金（累積損失）は10,182,677千円

となっている。

（単位：千円）

(２) 充当可能基金額

県に設置されている地方自治法第241条の基金のうち、22基金が充当可能基金であ

り、現金、預金等として保管しているものが算入されている。

（単位：千円）

法人名等
令和元年度 Ａ 令和２年度 Ｂ 前年度対比

Ｂ－Ａ区分 区分

高 知 県 土 地 開 発 公 社 0 － 0 － 0

出 資 法 人 等 4,643,162 － 4,391,500 － △251,662

(一社)高知県森林整備公社 4,643,162 Ｅ 4,391,500 Ｅ △251,662

計 4,643,162 4,391,500 △251,662

組合名
連結実質赤字額 負担見込額 県 の

負担割合令和元年度 令和２年度
令和元年度
Ａ

令和２年度
Ｂ

前年度対比
Ｂ－Ａ

高知県・高知市
病 院 企 業 団

0 0 0 0 0 ２分の１

基金名 令和元年度 Ａ 令和２年度 Ｂ 前年度対比 Ｂ－Ａ

減 債 基 金 ほ か 2 １ 基 金 45,445,072 47,441,953 1,996,881
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(３) 特定財源見込額

ア 地方債の償還額等に充当可能な特定の歳入の見込額で、次のものが対象となる。

(ア) 国庫支出金等のうち、地方債の償還額等に確実に充当できる額

(イ) 地方債を原資として貸し付けた当該貸付金の償還金

(ウ) 公営住宅の賃借料その他の使用料

イ 内訳は、次のとおりである。

（単位：千円）

(４) 地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額

地方債の償還等に要する経費として、公債費又は事業費補正若しくは密度補正によ

り基準財政需要額に算入されることが見込まれる額である。

（単位：千円）

(５) 標準財政規模

Ⅲの４の(５)のとおり

(６) 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額

Ⅲの４の(４)のとおり

区分 令和元年度 Ａ 令和２年度 Ｂ 前年度対比 Ｂ－Ａ

国 庫 支 出 金 等 0 0 0

地方債を財源とする貸付金の償還金 11,147,164 11,081,492 △65,672

公 営 住 宅 使 用 料 3,835,426 3,836,019 593

計 14,982,590 14,917,511 △65,079

費目 測定単位
算入見込額

令和元年度 Ａ 令和２年度 Ｂ 前年度対比Ｂ－Ａ

道路橋りょう費 道路の延長 19,285,020 19,152,016 △133,004

河 川 費 河川の延長 6,524,599 7,102,860 578,261

港 湾 費 （港湾） 外郭施設の延長 3,237,197 3,299,750 62,553

港 湾 費 （漁港） 外郭施設の延長 1,122,611 1,021,718 △100,893

高 等 学 校 費 生徒数 134,176 92,522 △41,654

衛 生 費 人口 7,291,264 6,943,730 △347,534

高齢者保健福祉費 65歳以上の人口 1,199,397 1,108,939 △90,458

農 業 行 政 費 農家数 387,939 259,031 △128,908

林 野 行 政 費 公有以外の林野の面積 409,532 224,566 △184,966

地 域 振 興 費 人口 25,888,061 29,625,290 3,737,229

公 債 費 489,813,002 488,090,377 △1,722,625

計 555,292,798 556,920,799 1,628,001
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５ 比率

上記４の数値により算出した将来負担比率は、187.9パーセントとなり、早期健全化

基準（400.0パーセント）を下回っている。

Ⅴ 資金不足比率

１ 資金不足比率の対象範囲

(１) 範囲

ア 法適用企業に係る特別会計

イ 法非適用企業に係る特別会計

(２) 対象となる特別会計

公営企業会計 Ⅱの１の(２)のイ及びウのとおり

２ 資金不足比率の趣旨

資金不足比率とは、公営企業会計ごとの資金の不足額が事業規模に対してどの程度で

あるかを示すものである。また、資金の不足額とは、一般会計等の実質赤字に相当する

ものとして公営企業会計ごとに算定した額である。

３ 資金不足比率の算出方法

４ 基礎となる数値

(１) 資金の不足額

ア 法適用企業 宅地造成事業以外

資金の不足額＝（流動負債－控除企業債等－控除未払金等－控除額）

＋算入地方債の現在高－（流動資産－控除財源－控除額）

－解消可能資金不足額

イ 法非適用企業 宅地造成事業

資金の不足額＝歳出額＋算入地方債の現在高－（歳入額－（繰越明許費繰越額

－未収入特定財源））－土地収入見込額－解消可能資金不足額

(注) 解消可能資金不足額とは、実際に生じている資金不足のうち解消可能

な資金のことで、減価償却費を上回って元金償還費が発生する場合の差額

等が該当する。

(２) 事業の規模

ア 法適用企業＝営業収益の額－受託工事収益の額

イ 法非適用企業＝営業収益に相当する収入の額－受託工事収益に相当する収入の額

資金不足比率＝
資金の不足額

事業の規模
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(３) 会計別の資金の不足額

次のとおり各会計とも資金の不足額は生じていない。

表１ 法適用企業 （単位：千円）

※１ 流動負債等＝（流動負債－控除企業債等－控除未払金等－控除額）

＋算入地方債の現在高

※２ 流動資産等＝（流動資産－控除財源－控除額）＋解消可能資金不足額

表２ 法非適用企業 （単位：千円）

※１ 歳出額等＝歳出額＋算入地方債の現在高

※２ 歳入額等＝歳入額＋解消可能資金不足額

５ 比率

各会計とも資金の不足額が生じていないため、資金不足比率は数値としては表示され

ない。

会計名
流動負債等 ※1

Ａ

流動資産等 ※2

Ｂ

資金の不足額

Ａ－Ｂ
事業の規模

下 水 道 事 業 会 計 294,161 522,249 △228,088 729,139

電 気 事 業 会 計 689,495 6,892,074 △6,202,579 1,582,867

工 水 事 業 会 計 59,485 830,883 △771,398 175,198

病 院 事 業 会 計 2,237,686 5,755,474 △3,517,788 10,664,871

計 3,280,827 14,000,680 △10,719,853 13,152,075

会計名

歳出額等
※1

Ａ

歳入額等
※2

Ｂ

繰 越 明 許
費 繰 越 額

Ｃ

未 収 入
特定財源

Ｄ

土地収入
見 込 額

Ｅ

資 金 の
不 足 額

A-B+C-D-E

事 業 の

規 模

流 通 工 業

事 業 会 計
1,551,436 1,592,568 585,390 583,454 3,563,217 △3,602,413 8,169,116

港 湾 事 業

会 計
488,887 523,358 0 0 1,238,219 △1,272,690 291,676

計 2,040,323 2,115,926 585,390 583,454 4,801,436 △4,875,103 8,460,792


